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量が 0.3 wt%、0.8 wt%、1.7 wt%および炭素被覆を施していない LiCoPO4をそれぞれ合成
した。複合電極を用いた充放電試験結果では全てのサンプルにおいて放電時 4.7 V vs. 
Li/Li+ 付近に電位平坦部がみられ、明確な違いは確認できなかった。一方、単粒子測定法
による試験では明白な違いが確認された。炭素被覆なしおよび 0.3 wt%のサンプルでは大き


















後、直径が 158 %まで増加し、放電後は 112 %までもとに戻る結果が得られた。Siコンポ
ジット粒子は充電後 132 %となり、Si粒子単体よりも低い値となった。これはバインダー
の存在により体積膨張が抑制されたことが考えられる。また、放電後 126 %となり、充電
後からあまり収縮が見られなかった。このことから、コンポジット粒子内の Si粒子間にあ
る程度隙間を残したまま構造を維持することが推察された。放電レート特性の結果から交
換電流密度、拡散係数などの電気化学パラメータを導出した。その結果、コンポジット粒
子のほうが高い電荷移動抵抗を示した。バインダーの存在が抵抗を上昇させる要因であっ
たことが考えられる。拡散係数については、Si 粒子単体では放電深度を上げるにつれて減
少していったが、コンポジット粒子では一定の値を示した。これは粒子の体積変化機構の
違いにより生じた結果であると考えられる。 
本論文で得られた結果は電池活物質材料の基礎評価として重要である。今後、種々の活
物質に本手法を展開し電極活物質の特性を比較検討することで、最適な活物質選定や電池
設計に大きく貢献できる。学術的にも実用的にも有意義な研究成果を得ることができた。 
